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提案手法を用いて、FRAM モデルを以下のように作成
実際にこのモデルを用いた分析を実施

FRAMモデル Simulinkモデル

subsystem

1. 機能の同定
2. 機能間の関連と側面の

同定

出力

出力のもととなる数値やデータ

連続的であり、かつその入力によってそのサブシステムの機能が停
止する可能性があるもの

離散的であり、かつその入力によってそのサブシステムの機能が停
止する可能性があるもの
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FRAM：Functional Resonance Analysis Method
「何が起こるか」を表現する FRAM モデルを用いる
成功要因を育てる分析が可能
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MATLAB/Simulink モデルを FRAM モデルへ変換

Subsystem 表や信号線表の作成

Simulink モデルにおける入出力の分類

機能間の関連と側面の同定

機能共鳴分析手法

概要

機能の同定

マニピュレータがボールを追跡し、グリップでボールを
掴む Simulink モデルに対してケーススタディを実施
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